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そ
の
特
徴
は
浮
か
び
上
が
っ
て
こ
な
い
。
し
か
し
、
「
運
輸
通
信
従

事
者
」
の
「
中
分
類
」
は
、
「
鉄
道
運
転
従
事
者
」
「
自
動
車
運
転

者
」
「
船
舶
・
航
空
機
運
転
従
事
者
」
「
そ
の
他
の
運
輸
従
事
者
」

「
通
信
従
事
者
」
の
五
つ
で
、
「
嘉
穂
調
査
」
で
は
、
こ
の
う
ち
「
自

動
車
運
転
者
」
を
独
立
さ
せ
た
。
調
査
結
果
は
、
「
運
輸
通
信
従
事

者
」
の
計
は
八
・
○
％
だ
が
、
そ
の
大
半
の
六
・
九
％
（
「
運
輸
通

信
従
事
者
」
を
基
数
に
す
る
と
八
六
・
○
％
）
は
「
自
動
車
運
転

者
」
で
、
「
そ
の
他
の
運
輸
通
信
従
事
者
」
は
一
二
％
（
「
運
輸

通
信
従
事
者
」
の
一
四
・
○
％
）
に
す
ぎ
な
い
。
「
航
空
機
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
」
や
航
空
機
と
交
信
・
指
示
す
る
「
管
制
官
」
な
ど
が
、

同
和
地
区
に
は
ま
だ
少
な
い
現
実
、
演
鐸
（
え
ん
え
き
）
し
て
い

え
ば
、
同
和
地
区
に
多
い
不
安
定
就
業
の
事
実
を
隠
蔽
す
る
よ
う

な
調
査
は
誤
っ
て
い
る
。

今
回
の
「
嘉
穂
調
査
」
で
は
、
旧
産
炭
地
域
に
特
有
の
「
失
業

対
策
関
係
事
業
」
（
特
開
Ⅱ
特
定
地
域
開
発
就
労
事
業
、
開
就
Ⅱ
産

炭
地
開
発
就
労
事
業
、
任
就
Ⅱ
任
意
就
労
事
業
）
を
、
産
業
・
職

業
分
類
に
加
え
た
が
、
地
域
の
実
態
を
尊
重
し
、
質
問
や
選
択
肢

を
考
慮
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
部
落
差
別
と
地
域
の
実
態
を
踏

ま
え
た
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

調
査
」
と
「
全
国
調
査
」
の
「
町
村
」
の
差
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
い

と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
生
活
の
安
定
・
向
上
に
「
寄
与
」
し

た
免
許
・
資
格
は
、
「
町
村
」
に
「
も
っ
て
い
な
い
」
人
が
著
し
く

多
く
、
各
項
目
で
も
「
嘉
穂
調
査
」
よ
り
少
な
い
だ
け
で
は
な
く
、

「
保
有
」
と
の
差
が
大
き
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
「
全
国
調
査
」

の
結
果
で
は
取
得
し
た
免
許
・
資
格
が
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
に
な
る
。
そ
の
理
由
は
簡
単
に
断
定
で
き
な
い
の
か
も
し

れ
な
い
が
、
回
答
方
法
の
違
い
が
大
き
な
原
因
だ
と
私
は
考
え
て

い
る
。「
全
国
調
査
」
は
、
一
つ
の
質
問
で
「
①
保
有
す
る
免
許
・
資

格
の
主
な
も
の
を
三
つ
以
内
○
で
囲
み
ま
す
、
②
保
有
す
る
主
な

免
許
・
資
格
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
の
安
定
向
上
に
寄
与
し

た
も
の
を
◎
で
囲
み
ま
す
（
複
数
回
答
可
）
」
と
あ
り
、
二
四
の
免

許
・
資
格
に
○
や
◎
を
記
入
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
回

答
方
法
に
誤
り
は
な
い
。
社
会
調
査
に
熟
練
し
た
人
な
ら
、
少
し

も
難
し
い
回
答
方
法
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
初
め
て
調
査
に

か
か
わ
っ
た
人
が
よ
く
理
解
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想

像
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
「
嘉
穂
調
査
」
で
は
、
問
題
を
二
つ
に
分

け
た
。
「
保
有
」
で
一
問
、
「
寄
与
」
は
別
の
一
問
と
し
た
。
こ
れ

が
差
を
生
ん
だ
最
大
の
理
由
と
思
わ
れ
る
。

あ
る
い
は
、
「
産
業
分
類
」
の
「
公
務
（
他
に
分
類
さ
れ
な
い
も

の
と
と
「
従
業
員
数
」
の
「
官
公
庁
」
の
関
係
が
あ
る
。
「
産
業

第
二
に
強
調
し
た
い
の
は
、

調
査
票
の
作
成
を
は
じ
め
、
調

査
の
全
過
程
で
、
細
心
の
注
意

が
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
ワ
ー

デ
ィ
ン
グ
や
回
答
の
方
法
な
ど

で
、
結
果
が
大
き
く
異
な
る
可

能
性
が
あ
る
。

第
１
表
は
、
「
保
有
す
る
免

許
・
資
格
」
（
三
項
目
選
択
）
と

「
生
活
の
向
上
・
安
定
に
寄
与

し
た
免
許
・
資
格
」
（
多
項
自
選
の

択
）
で
あ
る
。
嘉
穂
地
域
と
の
舵

比
較
の
た
め
、
「
全
国
調
査
」
は
、
主

全
国
同
和
地
区
全
体
の
数
値
で
柳

は
な
く
、
市
部
・
郡
部
別
の
「
町
債

村
」
（
郡
部
）
の
数
値
を
掲
載
し
鯛

て
い
る
。

こ
の
結
果
で
は
、
免
許
・
資
懐

格
の
「
保
有
」
状
況
は
、
「
嘉
穂
第

分
類
」
の
「
公
務
」
は
、
「
他
に
分
類
さ
れ
な
い
公
務
」
で
、
例
え

ば
、
市
・
町
立
病
院
の
医
師
や
看
護
婦
、
公
立
学
校
の
教
師
は
、

「
公
務
」
で
は
な
く
「
サ
ー
ビ
ス
業
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

「
従
業
員
数
」
は
、
民
間
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
人
に
限
ら
れ
、

公
務
員
は
す
べ
て
「
官
公
庁
」
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
「
産
業
分
類
」

の
「
公
務
（
他
に
分
類
さ
れ
な
い
も
の
と
が
「
従
業
員
数
」
の
「
官

公
庁
」
を
上
回
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、

「
全
国
調
査
」
で
は
、
「
そ
の
他
の
公
務
」
が
「
官
公
庁
」
を
上
回

る
と
い
う
不
自
然
な
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
「
調
査
票
」
「
調
査
員

の
手
引
」
、
あ
る
い
は
実
査
の
中
間
時
点
で
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、
調

査
の
全
過
程
で
万
全
の
措
置
を
と
り
、
少
し
で
も
誤
り
が
起
き
な

い
よ
う
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
、
転
出
者
に
関
連
し
て
、
調
査
方
法
な
ど
の
抜
本
的
検
討

の
必
要
性
を
再
確
認
し
た
。
全
国
的
に
、
過
疎
的
状
況
の
地
域
で

は
、
若
年
層
の
流
出
が
顕
著
で
あ
る
。
比
較
的
高
学
歴
の
、
そ
の

た
め
安
定
し
た
仕
事
に
就
け
る
可
能
性
の
あ
る
人
た
ち
が
、
大
都

市
に
転
出
し
て
い
る
。
同
和
地
区
は
、
そ
れ
に
「
差
別
」
と
い
う

要
素
が
加
わ
り
、
ま
た
、
同
和
対
策
事
業
の
展
開
が
こ
の
傾
向
を

促
進
・
加
速
す
る
。

三
調
査
方
法
検
討
の
必
要
性

細
心
な
注
意
の

必
要
性

(単位：％）

保有５７．４２１２．３４８０．８１．８３．０１．３０．６０．０１.６１００．８３３．３

秀与５１．２３．１９．５２．８０．５】.１２．３０．９０５０．０１４０．８０．５３９．２

保狗５４．７２．７９．０５．３１０．６１１７３２２．６１０７０．０８０．７０．９３６．１
】0.6０．７３．６０．９０．３０．７１６０．８０．３０．１０．４０．３０．４８１．４

(注）「全国調査」は「町村」の数値。不明は「もっていない」に含めている。

また、「医師･薬剤師」で００とあるのは、実数が少なく、比率が0.1％に達
していないためである。
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四
個
別
分
析
を
重
視

す
る
必
要
性

調
査
結
果
で
注
目
さ
れ
た
こ
と
の

一
つ
は
、
町
別
の
差
の
大
き
さ
で
あ

る
。
第
３
表
に
主
要
な
数
値
を
提
示

し
て
い
る
が
、
町
内
全
世
帯
の
中
で

同
和
地
区
が
占
め
る
比
率
は
、
最
大

四
一
・
○
％
、
最
小
一
・
九
％
で
あ

る
。
「
夫
婦
と
も
同
和
地
区
出
身
」
が

最
も
多
い
町
は
六
七
・
八
％
で
、
最

小
は
四
七
・
四
％
、
そ
の
差
は
二
○
・

四
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
「
持
ち
家
」
の

最
高
は
九
一
・
四
％
、
最
小
は
五
三
・

一
％
で
あ
る
し
、
「
四
ｍ
以
上
の
道
路

に
接
し
て
い
ろ
」
住
宅
は
、
最
も
多

い
町
の
九
五
・
六
％
に
対
し
て
、
最

小
は
二
八
・
四
％
に
す
ぎ
な
い
。
「
字

を
普
通
に
書
け
る
」
人
の
最
多
と
最

住
比
較
す
る
資
料
の
再
考
な
ど
、

な
ん
ら
か
の
改
善
が
必
要
と
思
わ
れ

る
。

「
全
国
調
査
」
で
、
三
○
歳
未
満
の
転
出
者
に
限
定
し
て
、
①

性
別
、
②
生
年
月
曰
、
③
続
き
柄
、
④
転
出
理
由
、
⑤
転
出
先
を

確
か
め
た
意
図
は
、
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
今
回
の
「
嘉
穂
調

査
」
で
は
、
転
出
者
を
「
か
っ
て
こ
の
家
に
住
ん
で
い
た
家
族
で
、

現
在
、
他
に
住
ん
で
い
る
五
○
歳
未
満
の
人
」
と
し
た
。
転
出
者

を
三
○
歳
未
満
と
限
定
す
る
合
理
的
な
理
由
が
考
え
ら
れ
な
い
か

ら
で
あ
る
。
ま
た
、
年
齢
の
上
限
を
無
制
限
に
す
る
と
、
例
え
ば
、

八
○
歳
の
祖
父
の
き
ょ
う
だ
い
な
ど
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

転
出
者
を
ど
う
規
定
す
る
か
は
、
今
後
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
「
嘉
穂
調
査
」
で
は
、
「
全
国
調
査
」
に
加
え
て
、
①
学
歴
、

②
転
出
時
期
、
③
現
在
の
仕
事
の
有
無
、
④
帰
郷
の
予
定
を
加
え
、

さ
ら
に
⑤
転
出
理
由
の
内
容
を
修
正
し
た
。

調
査
結
果
を
詳
し
く
紹
介
す
る
紙
幅
は
な
い
が
、
転
出
者
の
多

さ
と
学
歴
の
高
さ
が
第
２
表
に
明
ら
か
で
あ
る
。

現
在
、
同
和
地
区
に
居
住
し
て
い
る
「
二
○
歳
未
満
」
の
人
を

一
○
○
と
し
た
場
合
の
転
出
者
の
指
数
は
四
・
六
で
、
少
数
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
「
一
一
○
～
一
一
四
歳
」
は
五
三
・
八
に
高
ま
り
、
「
一
一

五
～
一
一
九
歳
」
と
「
三
五
～
一
一
一
九
歳
」
は
七
○
・
○
を
上
回
り
、

「
三
○
～
一
一
一
四
歳
」
で
は
一
○
七
・
六
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
な

く
、
転
出
者
の
う
ち
、
「
近
く
帰
る
予
定
」
の
人
は
二
・
六
％
、
「
将

来
帰
る
予
定
」
は
八
・
九
％
で
あ
る
。
帰
郷
予
定
が
多
い
の
は
、

「
進
学
し
て
、
現
在
在
学
中
」
の
人
で
あ
る
。第３表町別の差 (単位 ％、（Ａ)一（Ｂ)はポイント）

,‐▼-戸Ｔ▼~で－句弓

'11鍵揮iil

蕊
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４１０２１３６７８９１４９５６７７２８６３６３８２４６７３７４４］ 
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少
で
は
一
七
・
八
ポ
イ
ン
ト
の
差
が
あ
る
し
、
就
業
率
の
差
も
七
・

六
ポ
イ
ン
ト
み
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
隣
保
館
（
隣
保
館
の
な
い

三
町
に
つ
い
て
は
集
会
所
）
の
利
用
状
況
、
人
権
侵
害
を
受
け
た

経
験
の
有
無
に
も
か
な
り
の
差
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
数
値
で
は

表
現
で
き
な
い
同
和
地
区
の
起
こ
り
や
部
落
解
放
の
運
動
状
況
な

ど
も
、
町
別
に
違
い
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
差
を
生
ん
で
い
る
要
因
の
分
析
は
今
後
の
課
題
だ

が
、
間
違
い
な
く
い
え
る
の
は
、
地
域
差
の
大
き
さ
で
あ
る
。
私

は
、
か
ね
て
か
ら
同
和
問
題
ほ
ど
地
域
差
の
大
き
い
行
政
課
題
は

「
少
な
い
」
あ
る
い
は
「
な
い
」
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。
同
和

地
区
の
数
、
住
民
の
生
活
実
態
、
行
政
の
取
り
組
み
、
部
落
解
放

運
動
の
あ
り
方
な
ど
、
地
域
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が
あ
る
。
同
じ

九
州
・
福
岡
県
の
旧
産
炭
地
域
で
、
連
携
（
れ
ん
た
ん
）
的
状
況

に
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
ほ
ど
の
差
が
あ
る
こ
と
は
、
私
の
予
想
を

は
る
か
に
超
え
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
個
々
の
同
和
地
区
を
綿

密
に
掘
り
下
げ
て
い
く
調
査
が
必
要
だ
と
思
う
。

「
全
国
調
査
」
は
、
調
査
対
象
を
次
の
三
指
標
に
よ
っ
て
抽
出

し
て
い
る
。
〔
１
〕
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
叩
①
北
海
道
を
含
む
東
北
、
②

関
東
、
③
中
部
、
④
近
畿
、
⑤
中
国
、
⑥
四
国
、
⑦
沖
縄
県
を
含

む
九
州
、
〔
２
〕
都
市
階
級
叩
①
大
都
市
（
政
令
指
定
都
市
）
、
②

中
都
市
（
人
口
一
○
万
以
上
の
市
）
、
③
小
都
市
（
人
口
一
○
万
以

下
の
市
）
、
④
町
村
、
〔
３
〕
世
帯
規
模
血
①
四
九
世
帯
以
下
二

ま
た
、
「
教
育
歴
一
三
年
以

上
」
の
人
は
、
各
年
代
と
も

転
出
者
に
多
く
、
特
に
、
「
進

学
」
と
「
就
職
」
で
転
出
し

た
人
に
そ
の
比
率
が
高
く
な

っ
て
い
る
。
高
学
歴
の
、
当

然
の
こ
と
と
し
て
安
定
し
た

仕
事
に
就
き
う
る
人
の
転
出

が
多
く
、
こ
の
傾
向
が
今
後

も
継
続
す
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
同
和
地

区
と
全
体
と
の
格
差
は
、
従

来
の
よ
う
な
調
査
を
続
け
、

全
国
全
体
の
資
料
と
比
較
す

る
限
り
、
容
易
に
解
消
さ
れ

な
い
は
ず
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
地
域
差
が
大
き
い
こ
と

は
否
定
で
き
な
い
が
、
「
嘉
穂

調
査
」
を
通
し
て
、
転
出
者
・

転
入
者
の
十
分
な
把
握
を
含

め
て
、
調
査
方
法
そ
の
も
の

の
抜
本
的
な
検
討
、
あ
る
い

第２表転出者の年齢と学歴 (単位：指数、％）

、6153.8179.31107.6171.4「４７

在郷行数０３０８０６１４６１４６４００６３８６３４５０４２１３２１２９１

転出者全員１４１５１０１３７】０２２８９５３９５７０５１２３０９３１３】Ｂ８

ｈＭｌｌ以外２４２８１２ＩＩ８Ｉｌ５３２８４７６５２４４７０３８２３３５Ｉ９０

進学就職２８１５－Ｉｌ２１２Ｉ３０８４６１５０８４８Ｉ３９９３５６２ＩＩ

在郷＋軽ＵＩＯ８ｌｌＯ７Ｍ３１２６３６４６００６０４５０７２５０２５８１２２



９９同和地区実態調査の問題点 9８ 

差
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
一
五
歳
以
上
の
女
性
の
就
業
率
は

総
合
で
四
九
・
九
％
で
、
「
全
国
調
査
」
の
三
一
一
・
○
％
を
か
な
り

大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

そ
の
理
由
は
、
①
か
っ
て
の
男
性
の
主
な
就
業
先
は
炭
鉱
で
、

低
賃
金
だ
っ
た
た
め
、
女
性
が
働
く
の
が
慣
例
化
し
て
い
る
こ
と
、

②
農
業
経
営
が
零
細
で
あ
っ
た
し
、
今
も
零
細
な
こ
と
、
③
失
業

対
策
関
係
事
業
に
就
業
し
て
い
る
人
の
六
○
％
強
が
女
性
で
あ
る

こ
と
、
な
ど
が
と
り
あ
え
ず
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
追
求
は
今
後
の

課
題
だ
が
、
こ
の
傾
向
は
、
性
・
年
齢
別
の
集
計
で
は
じ
め
て
明

ら
か
に
な
る
。

本
来
、
社
会
調
査
は
、
仮
説
を
検
証
す
る
た
め
に
行
う
も
の
と

い
え
る
。
「
夫
の
収
入
だ
け
で
は
生
活
が
維
持
で
き
な
い
か
ら
、
同

和
地
区
の
女
性
の
就
業
率
は
高
い
」
と
い
う
仮
説
を
設
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
ｐ
逆
に
は
、
「
不
十
分
な
教
育
や
就
職
差
別
の
た
め
、

同
和
地
区
の
女
性
の
就
業
率
は
低
い
」
と
い
う
仮
説
も
可
能
で
あ

る
。
そ
れ
を
確
か
め
る
集
計
が
必
要
に
な
る
。
言
葉
を
換
え
れ
ば
、

同
和
問
題
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
が
な
い
と
、
集
計
は
不
十
分

な
も
の
に
な
る
。
生
活
に
大
き
な
意
味
を
も
つ
就
業
の
有
無
が
、

性
・
年
齢
別
に
集
計
さ
れ
て
い
な
い
報
告
書
を
散
見
す
る
が
、
①

部
落
解
放
の
情
熱
と
と
も
に
、
②
同
和
問
題
の
正
し
い
知
識
・
理

解
、
③
社
会
調
査
の
基
礎
知
識
と
ス
キ
ル
が
必
要
な
こ
と
を
、
「
嘉

穂
調
査
」
に
か
か
わ
る
な
か
で
、
改
め
て
痛
感
し
た
。

○
世
帯
以
下
と
一
○
世
帯
以
上
に
二
区
分
）
、
②
五
○
～
九
九
世

帯
、
③
一
○
○
～
二
九
九
世
帯
、
④
三
○
○
～
九
九
九
世
帯
、
⑤

一
○
○
○
世
帯
以
上
。
こ
の
措
置
が
誤
っ
て
い
る
と
は
思
わ
な
い
。

そ
し
て
、
全
国
の
同
和
地
区
を
こ
れ
ら
各
種
の
指
標
で
分
類
・
類

型
化
す
る
必
要
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
現
時

点
で
は
、
同
和
地
区
の
総
合
分
類
は
著
し
く
困
難
だ
と
思
う
。
個
々

の
同
和
地
区
の
綿
密
な
分
析
を
積
み
重
ね
る
努
力
が
、
現
在
で
は

よ
り
大
切
な
よ
う
な
気
が
す
る
。

「
嘉
穂
調
査
」
で
注
目
さ
れ
た
結
果
の
一
つ
は
、
女
性
の
就
業

率
の
高
さ
で
あ
る
。
第
４
表
に
、
①
「
全
国
調
査
」
「
嘉
穂
調
査
」

と
「
就
業
構
造
基
本
調
査
」
二
九
九
二
年
）
の
「
全
国
全
体
」
の

就
業
率
、
②
「
全
国
調
査
」
と
「
嘉
穂
調
査
」
の
差
を
示
し
て
い

る
。

「
全
国
全
体
」
と
「
全
国
調
査
」
の
就
業
率
を
比
較
す
る
と
、

①
「
一
五
～
一
九
歳
」
の
男
女
と
「
二
○
～
二
四
歳
」
の
男
性
は

同
和
地
区
の
就
業
率
が
高
い
の
に
、
②
女
性
の
「
一
一
○
～
二
四
歳
」

は
同
和
地
区
が
低
い
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
③
「
二
五
歳

以
上
、
六
○
歳
未
満
」
の
男
性
の
就
業
率
は
同
和
地
区
が
低
く
、

④
「
三
○
・
四
○
歳
代
」
の
女
性
は
同
和
地
区
が
高
く
、
⑤
「
六

五
仮
説
と
ク
ロ
ス
集
計
の
必
要
性

○
歳
以
上
」
は
男
女
と
も

同
和
地
区
が
低
く
な
っ
て

い
る
。
こ
の
傾
向
は
、
部

落
差
別
の
現
状
を
集
中
的

に
表
現
し
て
い
る
と
思
う

が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は

こ
れ
以
上
触
れ
な
い
こ
と

に
す
る
。

次
に
、
「
嘉
穂
調
査
」
と

「
全
国
調
査
」
の
就
業
率

を
比
較
す
る
と
、
①
男
性

は
「
二
○
歳
以
上
、
五
○

歳
未
満
」
は
「
嘉
穂
調
査
」

が
低
く
、
②
特
に
、
「
二
○

～
二
四
歳
」
は
九
・
八
ポ

イ
ン
ト
少
な
い
の
に
、
③

女
性
は
各
年
代
層
と
も

「
嘉
穂
調
査
」
が
高
く
な

っ
て
い
る
。
④
特
に
、
「
三

○
・
四
○
・
五
○
歳
代
」

と
「
六
○
～
六
四
歳
」
は

二
五
ポ
イ
ン
ト
を
超
え
る

も
う
一
つ
例
を
あ
げ
る
と
、
同
和
地
区
に

は
、
教
育
を
受
け
る
権
利
を
十
分
保
障
さ
れ

な
か
っ
た
た
め
、
学
校
に
全
く
行
っ
て
い
な

い
人
や
、
初
等
教
育
の
全
課
程
を
修
了
し
て

い
な
い
人
が
今
で
も
い
る
。
そ
の
た
め
、
字

の
読
み
・
書
き
の
不
自
由
な
人
が
い
る
が
、

そ
の
中
に
は
初
等
教
育
を
修
了
し
た
人
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
①
親
の

教
育
の
不
十
分
さ
、
②
将
来
の
展
望
の
な
さ
、

③
字
に
無
関
係
な
仕
事
の
多
さ
な
ど
の
差
別

的
諸
条
件
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
教
育
歴
別
に
読
み
・
書
き
能
力
を
確

か
め
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
が
、
「
嘉
穂
調

査
」
の
結
果
は
第
５
表
で
あ
る
。

こ
の
表
は
、
表
側
（
ひ
ょ
う
そ
く
）
と
表

頭
（
ひ
ょ
う
と
う
）
が
逆
で
、
例
え
ば
、
「
初

等
教
育
修
了
」
で
、
字
を
「
普
通
に
読
め
る
」

人
は
八
一
・
一
％
、
「
普
通
に
書
け
る
」
人
は

七
五
・
三
％
な
ど
と
読
む
わ
け
だ
が
、
子
ど

も
の
低
学
力
は
、
親
の
こ
の
よ
う
な
現
実
と

強
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い

け
な
い
。

第４表性・年齢別就業率 (単位：％、（Ａ)－(Ｂ)はポイント）

蝋
色
鋲
代
代
代
歳
代

旧
鋼
油
厳
蛍
蛍
叙
歳

ト
ト
ト
０
０
０
０
５

１
２
２
３
４
５
６
６
 

第５表教育歴別字の読み・書きが普通にできる人 (単位：％）

普通に読める】３．９32.1８１．１９８．７９９．０９８．９

普通に書ける１１．８２４．６７５．３９８．３９８．８９８．９ が｢全国調査」より多いことを意味する。で◇は、「嘉穂調査」(注）（Ａ)－(Ｂ）
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私
は
、
学
生
に
社
会
調
査
に
つ
い
て
話
す
と
き
、
「
栄
養
不
良
で

は
い
け
な
い
」
「
消
化
不
良
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
言
っ
て
き

た
。
同
和
地
区
の
実
態
調
査
に
則
し
て
い
え
ば
、
「
栄
養
不
良
」
は

同
和
問
題
と
社
会
調
査
の
基
礎
知
識
や
ス
キ
ル
の
欠
如
で
あ
り
、

「
消
化
不
良
」
は
多
く
の
内
容
を
詰
め
込
み
す
ぎ
て
、
「
不
明
確
な

主
題
、
多
す
ぎ
る
調
査
項
目
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

「
全
国
調
査
」
の
調
査
票
は
、
〔
１
〕
世
帯
員
皿
①
基
礎
的
事
項

（
性
、
年
齢
な
ど
）
、
②
年
金
の
加
入
と
受
給
、
③
健
康
・
介
護
・

身
体
障
害
の
状
況
、
④
隣
保
館
の
利
用
、
⑤
就
学
・
識
字
の
状
況
、

⑥
免
許
・
資
格
の
保
有
な
ど
、
⑦
就
労
の
状
況
（
１
．
就
労
の
有

無
、
２
．
就
労
者
の
産
業
、
職
業
、
雇
用
形
態
、
収
入
・
収
益
な

ど
、
３
．
就
労
者
の
転
職
希
望
、
４
．
不
就
労
者
の
就
労
希
望
）
、

〔
２
〕
世
帯
叩
①
住
居
、
②
経
済
状
況
、
③
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
状
況
、
④
転
出
者
、
⑤
事
業
経
営
、
⑥
農
業
経
営
、
⑦
漁
業
経

営
、
⑧
親
子
の
ふ
れ
あ
い
、
⑨
人
権
侵
害
の
各
項
目
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。

同
和
地
区
の
実
態
調
査
で
は
、
こ
の
程
度
の
内
容
が
含
ま
れ
る

の
は
常
識
的
と
い
え
る
。
し
か
し
、
同
和
地
区
調
査
に
未
経
験
の

人
の
中
に
は
、
非
常
識
な
調
査
と
思
う
人
が
い
る
も
の
と
推
測
ざ

③
社
会
調
査
の
基
礎
的
知
識
と
ス
キ
ル
の
三
者
が
必
要
で
あ

る
。

２
調
査
結
果
は
今
後
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
役
立
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
調
査
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
人
が
学
ぶ
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
専
門
的
な
知
識
と
経
験
を
活
か
す
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
た
だ
し
、
研
究
者
な
ど
に
「
負
ん
ぶ
に
抱
っ

こ
」
の
姿
勢
が
好
ま
し
く
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

３
従
来
は
、
一
回
の
調
査
に
含
ま
れ
る
内
容
が
あ
ま
り
に
も
網

羅
的
で
、
項
目
が
多
す
ぎ
た
よ
う
に
思
う
。
調
査
の
主
題
を
明

確
に
し
、
深
い
分
析
を
心
掛
け
る
べ
き
で
あ
る
。
時
系
列
的
な

変
化
を
知
る
た
め
に
は
、
一
定
間
隔
の
調
査
が
必
要
だ
が
、
こ

の
調
査
は
必
要
・
最
小
限
度
の
項
目
に
と
ど
め
る
方
が
む
し
ろ

好
ま
し
い
よ
う
に
思
う
。

４
全
体
と
の
格
差
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、
転
出
者
が
か
な
り

多
い
現
実
を
踏
ま
え
て
、
調
査
方
法
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

あ
る
い
は
、
比
較
す
る
資
料
を
考
慮
し
直
す
べ
き
だ
と
思
う
。

と
こ
ろ
で
、
社
会
調
査
は
、
多
く
の
場
合
、
次
の
順
序
で
実
施

さ
れ
る
。
〔
１
〕
調
査
体
制
の
確
立
↓
〔
２
〕
準
備
段
階
叩
〔
①
主

題
・
内
容
の
検
討
、
②
調
査
票
・
集
計
計
画
の
作
成
、
③
実
査
方

法
の
決
定
、
標
本
設
計
と
抽
出
な
ど
〕
↓
〔
３
〕
実
査
叩
〔
①
調

査
員
の
学
習
、
②
実
査
・
回
収
〕
↓
〔
４
〕
集
計
皿
〔
①
エ
デ
ィ

テ
ィ
ン
グ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
②
集
計
〕
↓
〔
５
〕
報

六
主
題
の
明
確
な
調
査
の
必
要
性

れ
る
。
調
査
の
主
題
（
中
心
の
テ
ー
マ
）
が
不
明
確
で
、
あ
ま
り

に
も
多
く
の
項
目
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

面
接
に
要
す
る
時
間
は
、
一
般
的
な
基
準
と
さ
れ
る
三
○
分
を
軽

く
オ
ー
バ
ー
す
る
。
同
和
問
題
は
、
同
和
地
区
の
人
に
と
っ
て
は

生
命
と
暮
ら
し
に
か
か
わ
る
問
題
で
、
調
査
の
意
味
は
理
解
さ
れ

る
に
し
て
も
、
あ
ま
り
に
も
多
く
の
項
目
、
し
か
も
そ
の
中
に
は

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
か
か
わ
る
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
。
対
象
者
が

疲
労
を
覚
え
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
世
帯
主
あ
る
い

は
そ
れ
に
代
わ
る
人
に
、
世
帯
員
す
べ
て
の
状
況
を
確
か
め
て
い

る
。
父
親
が
子
ど
も
の
勤
務
す
る
事
業
所
の
産
業
や
従
業
員
数
を

確
実
に
知
っ
て
い
る
と
い
う
保
障
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考

え
る
と
、
回
答
の
す
べ
て
が
正
確
な
事
実
と
は
い
え
な
い
よ
う
な

気
が
す
る
。
食
べ
過
ぎ
て
消
化
不
良
を
起
こ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、

住
宅
、
健
康
、
就
業
、
高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
の
個
別
の
調
査
、

深
い
分
析
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

告
叩
〔
①
分
析
、
報
告
書
の
執
筆
・
検
討
、
②
報
告
書
・
ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト
版
の
印
刷
〕
な
ど
。

各
段
階
の
作
業
を
進
め
る
に
は
、
守
る
べ
き
原
則
が
あ
る
。
そ

れ
に
従
う
の
は
当
然
だ
が
、
特
に
留
意
す
べ
き
こ
と
を
列
記
し
て

お
く
。
た
だ
し
、
重
大
な
脱
落
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

１
部
落
差
別
の
現
実
を
隠
蔽
す
る
調
査
は
厳
に
慎
む
べ
き
で
、

地
域
の
実
態
を
踏
ま
え
、
調
査
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
人
が
学

ぶ
こ
と
を
心
が
け
た
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
調
査

の
推
進
体
制
を
整
備
し
、
そ
れ
が
実
質
的
に
機
能
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

２
個
々
の
質
問
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
①
｜
っ
の
質
問
に
二

つ
以
上
の
論
点
を
含
め
て
は
い
け
な
い
。
例
え
ば
、
「
部
落
差
別

を
体
験
し
た
り
、
部
落
に
対
す
る
差
別
行
為
や
差
別
発
一
一
一
一
百
を
直

接
見
た
り
、
聞
い
た
り
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
か
」
と
い
う
質

問
が
あ
る
。
自
分
が
受
け
た
差
別
の
体
験
と
、
直
接
見
聞
し
た

差
別
事
象
は
異
な
る
範
嶬
の
問
題
で
、
質
問
は
当
然
分
け
る
べ

き
で
あ
る
。
②
質
問
の
意
味
を
明
快
に
し
、
だ
れ
に
で
も
理
解

で
き
る
よ
う
な
平
易
な
表
現
に
し
、
③
質
問
が
一
部
の
人
に
限

ら
れ
る
場
合
な
ど
は
、
進
行
に
誤
り
が
起
き
な
い
よ
う
に
配
慮

し
、
④
例
え
ば
、
字
の
読
み
・
書
き
能
力
を
確
か
め
る
と
き
な

ど
は
、
そ
の
基
準
を
検
討
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
例
え
ば
、

手
紙
を
書
く
こ
と
と
、
学
校
や
役
所
に
提
出
す
る
書
類
を
書
く

同
和
地
区
実
態
調
査
の
問
題
点
を
い
く
つ
か
指
摘
し
た
が
、
基

本
的
な
の
は
次
の
諸
点
で
あ
る
。

１
実
態
調
査
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
①
部
落
差
別
を
な

く
す
決
意
・
情
熱
、
②
同
和
問
題
の
正
し
い
知
識
と
深
い
理
解
、

お
わ
り
に
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能
力
の
ど
ち
ら
が
そ
の
人
の
社
会
生
活
に
必
要
だ
ろ
う
か
。
手

紙
は
子
ど
も
に
「
か
な
」
だ
け
で
も
書
け
る
。
書
類
を
書
く
力

を
確
か
め
る
方
が
適
切
な
気
が
す
る
。
⑤
多
様
に
解
釈
で
き
る

言
葉
や
熟
し
て
い
な
い
表
現
な
ど
は
、
そ
の
意
味
を
明
確
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
二
年
間
の
収
入
」
は
「
税
込
」

で
、
「
賞
与
・
手
当
な
ど
」
を
含
め
る
旨
を
明
示
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
各
種
保
険
、
貸
付
金
な
ど
の
多
く
が
、
最
近
で
は
給
与

か
ら
控
除
さ
れ
る
が
、
こ
れ
を
収
入
か
ら
除
く
と
、
実
質
と
大

き
く
異
な
る
こ
と
に
な
る
。

３
回
答
は
、
①
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
た
選
択
肢
（
回
答
）
か
ら

選
ぶ
プ
リ
コ
ー
ド
回
答
法
か
、
自
由
回
答
法
に
す
る
か
、
慎
重

に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
自
由
回
答
は
ア
フ
タ
ー
・
コ
ー
デ
ィ

ン
グ
が
か
な
り
面
倒
で
あ
る
。
②
プ
リ
コ
ー
ド
回
答
法
の
場
合

は
回
答
数
を
明
示
す
べ
き
で
あ
る
。
③
選
択
肢
に
は
回
答
可
能

な
す
べ
て
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
重
複
な
く
網
羅
す
る
よ
う
配
慮
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、
④
回
答
の
方
法
に
は
、
順
位

を
つ
け
る
方
法
（
序
列
回
答
法
）
な
ど
が
あ
る
。
⑤
回
答
方
法

の
違
い
で
、
結
果
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
免

許
・
資
格
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。

４
そ
の
他
、
①
サ
ン
プ
リ
ン
グ
調
査
の
場
合
は
、
標
本
抽
出
の

原
則
を
踏
ま
え
て
、
正
し
い
サ
ン
プ
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
標
本
の
抽
出
は
「
母
集
団
に
含
ま
れ
る
す
べ
て
の

追
記
叩
「
部
落
解
放
研
究
第
六
七
号
」
二
九
八
九
年
四
月
）
で

「
部
落
実
態
調
査
の
課
題
」
と
い
う
拙
文
を
発
表
し
た
。
本
稿
は
、

そ
れ
と
か
な
り
重
複
し
て
い
る
。
も
し
、
前
稿
で
指
摘
し
た
問
題

点
が
克
服
さ
れ
て
い
れ
ば
、
本
稿
を
発
表
す
る
意
味
は
あ
ま
り
な

い
。
し
か
し
、
首
を
ひ
ね
る
よ
う
な
調
査
が
今
で
も
あ
る
。
総
務

庁
の
「
全
国
調
査
」
に
も
、
是
正
す
べ
き
箇
所
が
あ
る
、
と
私
は

思
う
。
よ
り
充
実
し
た
、
問
題
の
解
決
に
役
立
つ
同
和
地
区
の
実

態
調
査
を
実
現
す
る
た
め
に
、
こ
の
稿
が
少
し
で
も
役
立
つ
こ
と

を
願
う
も
の
で
あ
る
。

嶢
余
裕
を
も
っ
て
作
業
を
進
め
、
一
定
の
時
曰
を
あ
け
て
何

回
も
検
討
す
る
こ
と
、
複
数
の
人
が
責
任
を
も
っ
て
吟
味
す
る

こ
と
、
の
二
つ
が
体
験
的
に
有
効
と
思
え
る
こ
と
を
指
摘
し
て

お
き
た
い
。

⑪
主
旨
・
目
的
国
際
人
権
に
関
す
る
人
材
を
育
成
す
る
。

②
支
援
内
容
国
連
差
別
防
止
少
数
者
保
護
小
委
員
会
（
国
連
人
権
小
委
員
会
）
等

に
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
派
遣
す
る
。

（
ス
イ
ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
、
九
八
年
七
月
一
一
三
日
～
八
月
一
一
九
日
）

・
受
入
団
体
反
差
別
国
際
運
動
（
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｒ
）

・
任
務
の
内
容

一
、
国
連
人
権
小
委
員
会
及
び
先
住
民
（
族
）
作
業
部
会
に
参
加
す
る
。

二
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
、
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｒ
を
は
じ
め
と
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
に
参
加
す

る
。

三
、
報
告
書
を
作
成
す
る
。

（
「
研
究
所
通
信
」
、
『
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ッ
」
、
紀
要
『
部
落
解
放
研
究
」
及

び
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｒ
用
に
英
文
の
報
告
書
（
ド
ラ
フ
ト
）
）

③
支
給
金
額
六
○
万
円

Ⅲ
応
募
資
格
以
下
の
一
～
三
ま
で
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
方

一
、
国
連
の
採
択
し
た
世
界
人
権
宣
言
や
国
際
人
権
規
約
な
ど
の
国
際
人
権
法
と
人

権
活
動
に
つ
い
て
基
礎
的
な
知
識
を
持
っ
て
い
る
方

二
、
英
語
力
を
一
定
程
度
有
す
る
方

三
、
大
学
院
ク
ラ
ス
の
研
究
実
績
を
も
っ
て
い
る
か
、
人
権
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
一
定
の
活
動

実
績
を
も
っ
て
い
る
方

⑤
申
込
方
法
簡
単
な
履
歴
書
と
応
募
す
る
に
あ
た
っ
て
の
決
意
文
（
四
○
○
字
詰

原
稿
用
紙
三
枚
程
度
）
を
日
・
英
に
て
五
月
末
日
ま
で
に
左
記
の
住

所
ま
で
郵
送
し
て
下
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
部
落
解
放
研
究
所
の
友
永
ま
た
は
松
本
ま
で
。

〒
五
五
六
’
○
○
二
八
大
阪
市
浪
速
区
久
保
吉
一
’
六
－
一
二

社
団
法
人
部
落
解
放
研
究
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ
○
六
’
五
六
八
’
○
九
○
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
○
六
’
五
六
八
’
○
七
一
四

個
体
が
標
本
と
し
て
選
ば
れ
る
確
率
が
等
し
く
な
る
よ
う
に
す

る
」
こ
と
が
原
則
で
あ
る
。
②
同
和
地
区
の
実
態
調
査
の
場
合
、

面
接
調
査
が
最
も
適
切
と
思
わ
れ
る
が
、
世
帯
主
あ
る
い
は
そ

れ
に
代
わ
る
人
が
世
帯
員
全
員
の
す
べ
て
に
熟
知
し
て
い
る
は

ず
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
調
査
方
法
の
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

③
調
査
員
に
よ
っ
て
、
回
答
が
異
な
る
可
能
性
を
考
慮
し
て
、

調
査
員
の
学
習
・
説
明
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。
エ
デ
ィ
テ
ィ

ン
グ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
な
ど
に
か
か
わ
る
人
も
含
め

て
、
調
査
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
人
が
学
ぶ
必
要
性
を
重
ね
て

強
調
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
④
必
要
な
検
定
を
行
う
こ
と
、

比
率
算
出
の
基
数
を
間
違
え
な
い
こ
と
、
報
告
書
に
可
能
な
限

り
実
数
を
掲
載
す
る
こ
と
な
ど
が
望
ま
れ
る
。

５
小
稿
で
は
、
統
計
的
調
査
に
つ
い
て
の
み
述
べ
た
。
し
か
し
、

差
別
の
実
態
が
す
べ
て
数
値
で
表
現
で
き
な
い
の
は
当
然
で
あ

る
。
同
和
地
区
の
調
査
は
事
例
研
究
法
（
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
）

か
ら
出
発
し
た
と
も
い
え
る
。
部
落
差
別
の
現
実
を
質
的
に
と

ら
え
る
た
め
、
事
例
研
究
法
の
役
割
を
再
評
価
す
べ
き
だ
と
思

ア
ブ
。

６
人
間
が
行
う
も
の
だ
か
ら
、
完
全
無
欠
な
調
査
を
実
施
す
る

こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
は
不
可
能
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
そ

れ
だ
け
に
、
勘
違
い
や
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
を
避
け
る
最
大

の
努
力
が
調
査
の
全
過
程
で
必
要
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
に

原
田
伴
彦
記
念
基
金
に
も
と
づ
く

国
際
人
権
人
材
養
成
事
業

応
募
要
綱

！ 




